
 

 

 

 

 

 

第 1回健康福祉専門委員会での主な意見 
 



（健診関係） 

●妊婦健診をまったく受診せず、墜落分娩等で荘内病院に救急搬送される例もあるが、

どうして受診しないのか調査等が必要ではないか。 

●がんの受診率というのは 30％、２人に１人ががんにかかって、３人に１人はがんで

死亡している。健康管理センターでも年間約 12、3 万人の人ががん検診を受けている

が、その内 100 数十名のがん患者が見つかっている。がん対策は早期発見・早期治療

しかなく、受診率 100％を目指して頑張ってほしい。 

 

（予防接種） 

●肺炎球菌ワクチンについて、鶴岡市では 75 歳以上が無料になるよう助成しているが、

その実績はどうなっているか。75歳以上の人は是非受けた方がいいと思っている。 

 

（受動喫煙） 

●受動喫煙対策として、飲食店等でも灰皿を置かないなどの対策をとることはできない

か。 

 

（子育て） 

●在宅保育が少なくなっているが、家で一生懸命子どもを養育している方もおり、そう

した方への支援にも力を入れてもらいたい。 

●「幼保一元化」について、認定子ども園はあまり評判が良くなく進んでいないようだ

が、市として認定子ども園にどう対応するのか。 

 

（高齢者） 

●高齢者が増加する中、その人たちにどう対応するかではなく、その人たちからいかに

頑張ってもらうか、高齢者の活用を図ることが必要である。 

 

（認知症対策等） 

●「認知症疾患医療センター」が山形市と酒田の日本海病院にあるが、26 年開設予定

の「県立こころの医療センター」にもそうしたものが入るのか。鶴岡にもそうした施

設ができることを要望する。 

●障害者や介護を受けている方、認知症の方の命を守る相談体制の確立し、事件・事故

を防いでいくことは、行政の大きな役割ではないか。 

 

（関係機関との連携） 

●「県立こころの医療センター」との連携強化について、鶴岡市としてそれをうまく活



用していくべき。また、現在の慢性系の患者の受け皿について、行政だけでなく民間

に働きかけをするなどの方法も必要である。 

 

（福祉避難所） 

●高齢者や障害者などに配慮した福祉避難所の設置を是非早めにやってもらいたい。 

 

（生活保護関連） 

●生活困窮者の自立支援法が秋の臨時国会に再提出されるようだが、実施主体は公共団

体だが、ＮＰＯ法人や社会福祉法人、社協に委託することもできる制度のようなので、

是非とも、鶴岡市でもこの法律、制度にのっとり進めて欲しい。 

●若者支援について、今、稼働年齢の生活保護者が増えており、その背景には高校生の

不登校などへの対応不足がある。高校を退学し、引きこもり、地域でも恐い存在にな

ったり、生活保護にもつながるので、もう少し高校以上の子どもたちを支援する機関

があるといい。 

 

（民生委員関連） 

●民生委員のなり手がいないという問題について、やはり役割が過重であることから、

内容を見直したり、もう少し市からの援助が必要と思われる。また、依頼の際の説明

も、もう少し丁寧にする必要がある。 

●福祉協力員と民生委員が協力しながら福祉に係わっている成功例もあり、そうした事

例を細かく地域に入って調査し、成功例を披露してはどうか。 

●コミュニティソーシャルワーカーとか、福祉リーダーという民生児童委員を補佐する

ような方が必要である。 

●一人暮らしの方などに、声かけする人を確保することが必要で、地域包括支援センタ

ーも年々増えてきているが、民生児童委員や行政などとの連携が深まるといい。 

 

（福祉・地域福祉リーダー） 

●地域福祉リーダーの養成とその人たちをどのように生かしていけるかが重要である。

また、人が変わっても切れ目なく続いていけるようすることも必要。 

 

（ボランティア） 

●ボランティアをしたい人の活用（例えば病院を退職した看護師の人など）が図られる

取組みを検討してほしい。 

 

（職場環境） 

●がんと診断された後に、仕事をリストラ、辞めざるを得なくなったような人について、



鶴岡市の実態はどうか。山大でそうした研究調査をしており、何らかの対策が取れる

のではないか。 

●子育てしやすい環境の整備ということで、妊娠しても仕事をやめなくてもいいように

して欲しい。 

 

（医師確保） 

●荘内病院と比較し、日本海病院の評判がいいようだが、その差はドクターの数だと思

う。看護師の７対１はできたが、医師の確保充実をお願いしたい。 

 

（休日診療） 

●休日診療所の対応について、医師によって子どもは受診できない場合があり、やはり

子どもが行った場合でも診ていただけるのが本筋の休日診療所のやり方ではないか。

現状として対応が難しいとしたら、より詳細な情報提供をして欲しい。 

 

 


